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「
未
受
診
」
実
数
把
握
を
要
請

経過措置の期限迫る

堺・高石・
和泉地区

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

２
月
12
日
（
日
）
10
時
〜
13
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

牧
草
一
人
氏
（
牧
草
歯
科
医
院
院
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

80
人

「
基
礎
」と「
臨
床
」が
つ
な
が
る
歯
周
解
剖

 

―
歯
周
病
専
門
医
が
語
る
〝
目
か
ら
ウ
ロ
コ
〞
の
ペ
リ
オ
＆
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
―

２
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
月
11
日
（
土
・
祝
）
13
時
〜
15
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

田
辺
隆
氏
（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

80
人

２
０
２
２
年
度
改
定
を
踏
ま
え
た
歯
科
医
療
の
こ
れ

か
ら
を
考
え
る

【
会
員
限
定
】

日
時　

３
月
５
日
（
日
）
10
時
〜
13
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

雨
河
茂
樹
氏
（
市
立
池
田
病
院
歯
科
口
腔
外
科
主
任

部
長
）

会
費　

３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

80
人

「
知
っ
て
お
き
た
い
抜
歯
時
の
偶
発
症
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て
」

３
月
度
生
涯
研
修

日
時　

２
月
23
日
（
木
・
祝
）
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

80
人

わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
〜
伊
藤
千
代
子
の
生
涯

市
民
公
開
映
画
上
映
会

日
時　

２
月
23
日
（
木
・
祝
）
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

山
本
佐
代
子
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

確
定
申
告
直
前
学
習
会

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催

日
時　

２
月
23
日
（
木
・
祝
）
15
時
〜
17
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

松
岡
哲
平
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

60
人

沖
縄
と
核
〜
恐
怖
と
隣
り
合
わ
せ
の
島
で
〜

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
主
催
・
市
民
公
開
講
演
会

無料相談

税
務　

２
月
15
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

雇
用　

２
月
16
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

法
律　

３
月
６
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

し
、
一
律
に
男
性
受
験
者
よ
り
も
厳
し
い

合
格
判
定
基
準
を
設
定
し
て
い
ま
し
た

（
学
校
法
人
順
天
堂
第
三
者
委
員
会
「
緊

急
第
１
次
報
告
書
」（
18
年
12
月
３
日

付
）
、「
最
終
調
査
報
告
書
」（
19
年
10
月

31
日
付
）
参
照
）。
実
際
に
原
告
の
中
に

は
、
１
次
試
験
に
つ
い
て
、
得
点
順
で
は

合
格
最
低
順
位
か
ら
70
位
や
１
０
０
位
以

上
も
上
位
で
合
格
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
女
性
で
あ
る
が
た
め
に
こ
の
判
定
基

準
に
よ
っ
て
不
合
格
に
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

　

提
訴
か
ら
約
３
年
後
の
22
年
５
月
19

日
、
東
京
地
裁
に
お
い
て
判
決
が
言
い
渡

さ
れ
ま
し
た
。
東
京
地
裁
は
、「
憲
法
14
条

１
項
は
性
別
に
よ
る
不
合
理
な
差
別
的
取

扱
い
を
禁
止
し
、
ま
た
学
校
教
育
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
大
学
設
置
基

準
２
条
の
２
は
、
公
正
か
つ
妥
当
な
方
法

に
よ
り
入
学
者
を
選
抜
す
べ
き
旨
を
定
め

て
い
る
」「
性
別
と
い
う
属
性
の
み
に
よ
っ

て
一
律
に
不
利
益
な
取
扱
い
を
す
る
こ
と

は
、
本
来
医
学
部
の
入
学
試
験
の
目
的
で

　

当
弁
護
団
に
相
談
さ
れ
た
方
の
中
に

は
、
原
告
と
な
る
こ
と
は
今
後
医
学
生
、

医
師
と
し
て
活
動
し
て
い
く
際
に
就
職
や

人
事
の
場
面
で
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
こ
と
を

懸
念
さ
れ
る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。
ま

た
、
訴
訟
活
動
中
に
は
、
女
性
現
役
医
師

の
方
か
ら
「
病
状
説
明
を
行
う
日
時
に
つ

い
て
、
患
者
さ
ん
か
ら
診
療
時
間
外
の
夜

間
や
土
日
を
当
然
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
る

場
合
が
あ
る
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
医
師
の
間
で
も
、
女
性
差

別
入
試
に
つ
い
て
、
多
忙
か
つ
激
務
で
あ

る
医
師
の
勤
務
実
態
等
の
現
状
か
ら
す
れ

ば
「
仕
方
な
い
」
と
い
う
認
識
が
あ
る
現

状
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
（
例
：
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
18
年
９
月
３
日
付
「
東

京
医
大
の
女
性
差
別
を
医
師
の
65
％
が

『
理
解
で
き
る
』

と
答
え
た
真
の
理

由
」）。

　

出
産
を
理
由
に
育
児
、
家
事
を
女
性
が

主
担
当
と
分
類
さ
れ
、
そ
の
分
類
を
前
提

と
し
て
、
出
産
育
児
で
離
職
・
休
職
す
る

女
性
医
師
を
労
働
力
の
ロ
ス
と
捉
え
る
認

識
、
そ
の
認
識
に
基
づ
く
労
働
環
境
が
、

病
院
、
医
師
、
社
会
で
形
成
さ
れ
て
し
ま

い
、
そ
の
結
果
、
一
部
の
大
学
の
医
学
部

入
試
が
採
用
試
験
的
色
彩
を
帯
び
て
し
ま

い
、
女
性
差
別
に
つ
な
が
っ
た
、
と
い
う

印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
全
て
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
現
状
を
前
提
と
し
た

認
識
、
労
働
環
境
で
す
。
性
差
別
を
是
認

あ
る
は
ず
の
医
師
と
し
て
の
資
質
や
学
力

の
評
価
と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
事
柄
に

よ
っ
て
合
否
の
判
定
が
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
か
ら
、
本
件
判
定
基
準
は
、
不
合
理
な

差
別
的
取
扱
い
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ

る
」
な
ど
と
判
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同

大
学
に
対
し
、
合
否
へ
の
影
響
を
問
わ
ず

慰
謝
料
等
の
支
払
い
を
命
じ
ま
し
た
。

す
る
根
拠
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
の
あ

る
べ
き
姿
は
憲
法
が
定
め
て
お
り
、
そ
の

憲
法
の
人
権
保
障
の
１
つ
と
し
て
性
差
別

を
禁
じ
て
い
ま
す
。
今
回
の
問
題
で
言
え

ば
、
女
性
が
た
だ
女
性
で
あ
る
と
い
う
だ

け
で
、
医
師
を
目
指
し
、
医
師
と
な
り
、

医
師
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
と
い
う

状
況
を
、
許
容
す
る
社
会
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
す
。
21
年
度
の
全
国
の
医
学

部
入
試
で
女
性
受
験
生
の
合
格
率
が
男
性

受
験
生
の
合
格
率
を
初
め
て
上
回
り
ま
し

た
。
不
正
入
試
が
是
正
さ
れ
た
た
め
と
分

析
さ
れ
て
い
ま
す
（
例
：
共
同
通
信
22
年

２
月
16
日
付
「
医
学
部
合
格
率
、
初
め
て

男
女
逆
転　

21
年
度
、
差
別
是
正
か
」）。

医
学
部
入
試
に
お
け
る
差
別
の
是
正
が
、

女
性
医
師
増
加
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
少

し
ず
つ
で
も
医
師
の
労
働
環
境
等
、
困
難

な
問
題
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。
そ
し
て
、
問
題
を
改
善
し

て
い
く
に
は
病
院
、
医
師
、
社
会
全
体
で

理
解
を
深
め
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
順
天
堂
大
学
訴
訟
で
約
３
年

間
闘
っ
た
原
告
の
方
々
、
東
京
医
大
訴

訟
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
訴
訟
に
つ

い
て
は
係
争
中
の
原
告
の
方
々
に
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
つ
づ
く
）

　

２
０
１
８
年
、
複
数
の
大
学
が
医
学
部

入
試
に
お
い
て
、
性
別
や
現
浪
別
に
異
な

る
合
格
判
定
基
準
を
用
い
る
等
し
て
い
た

こ
と
が
発
覚
し
、
社
会
に
衝
撃
を
与
え
ま

し
た
。
こ
の
問
題
発
覚
後
、
当
弁
護
団
で

は
多
く
の
女
性
受
験
生
、
元
受
験
生
（
現

医
大
生
、
医
師
、
他
業
種
社
会
人
等
）
か

ら
相
談
、
依
頼
を
受
け
、
東
京
医
科
大

学
、
順
天
堂
大
学
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
を
提
訴
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
第
２

回
連
載
で
は
19
年
６
月
20
日
に
提
訴
し
た

順
天
堂
大
学
訴
訟
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　

同
大
学
は
医
学
部
入
試
に
お
い
て
、
あ

る
一
定
順
位
以
下
の
女
性
受
験
者
に
対

裁
判
を
通
し
て
見
え
て
き
た

裁
判
を
通
し
て
見
え
て
き
た

女
性
差
別
の
背
景

女
性
差
別
の
背
景

神
原
み
わ
子

神
原
み
わ
子

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

【第２回】

入
試
不
正
が
問
う
も
の

入
試
不
正
が
問
う
も
の

な
き
社
会
へ

な
き
社
会
へ

差別
順
天
堂
大
学
医
学
部
入
試
訴
訟

順
天
堂
大
学
医
学
部
入
試
訴
訟

社
会
全
体
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

社
会
全
体
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

12
月
21
日
、
堺
市
役
所
で
堺

市
教
育
委
員
会
学
校
保
健
体

育
課
と
懇
談
し
た
。
江
原
豊

地
区
責
任
者
と
事
務
局
が
参

加
し
、
学
校
歯
科
健
診
後
の

「
未
受
診
」
児
童
の
実
数
把

握
を
要
請
し
た
。

　

堺
市
は
２
０
１
９
年
の
協

会
の
要
請
に
よ
り
、

19
年

度
、
20
年
度
に
は
学
校
歯
科

健
診
で
要
受
診
の
診
断
を
受

け
た
児
童
の
う
ち
未
受
診
に

な
っ
て
い
る
児
童
数
の
実
数

把
握
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

し
か
し
、
21
年
度
に
は
、
実

数
把
握
を
中
断
し
た
こ
と
か

ら
懇
談
の
実
施
に
至
っ
た
。

　

実
数
把
握
の
中
断
に
つ
い

て
担
当
者
は
、「
コ
ロ
ナ
に

よ
り
21
年
度
は
７
月
ま
で
学

校
健
診
を
実
施
し
な
い
よ
う

各
校
に
通
知
を
発
出
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
健
診
の
実
施
時

期
が
ず
れ
込
み
、
受
診
時
期

が
年
度
を
ま
た
ぐ
ケ
ー
ス
も

あ
っ
た
た
め
調
査
で
き
な

か
っ
た
」
と
回
答
。
協
会
の

要
請
に
対
し
、「
調
査
の
意

義
は
理
解
し
て
お
り
、
22
年

度
健
診
に
つ
い
て
は
調
査
を

再
開
す
る
」
と
応
じ
た
。

　

ま
た
統
計
が
現
状
手
作
業

で
の
集
約
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
既
存
の
統
計
シ

ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。
担
当

者
は
「
シ
ス
テ
ム
改
修
の
要

望
を
あ
げ
た
い
」
と
応
じ
た
。

　

学
校
歯
科
健
診
後
の
未
受

診
児
童
の
受
診
状
況
の
把
握

は
、
未
受
診
児
童
を
受
診
に

つ
な
げ
る
だ
け
で
な
く
、

「
口
腔
崩
壊
」
状
態
の
児
童

を
把
握
し
、
改
善
に
つ
な
げ

る
機
会
で
も
あ
る
。
実
数
把

握
に
つ
い
て
行
政
が
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
引
き

続
き
求
め
て
い
く
。

　2022年診療報酬改定で「初診料の注１に規定する施設基

準（歯初診）」の研修要件が変更され、新興感染症に対する対

策が追加された（以下「新基準」）。そのため、新基準の研修

を図の有効期間内に受講することが求められている。協会

は、新基準に対応した歯初診の研修会を順次開催している。

堺市教育委員会との懇談
の様子＝22年12月21日、
堺市役所内

「歯初診」新基準研修会受講を

図 「歯初診」施設基準の経過措置
旧基準の研修を2021年３月以
前に受講 → 2023年３月まで有効

旧基準の研修を2021年４月～
2022年３月に受講 → 受講日から２年間有効

新基準の研修を受講 → 受講日から４年間有効

「歯初診」研修会の開催日程
▶２月18日（土）18：00～18：30
▶３月25日（土）18：30～19：00

会場：M＆Dホール 会費：１千円
講師：社保研究部講師団 定員：各80人
持ち物：『絵で見る色でわかる歯科の院内感染防止策』
※遅刻・早退時は終了証を発行できません

堺
市
教
育
委
「
22
年
度
は
再
開
」


